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06
-1
-1

M10
6-2

-2

h=1
.16

4m

7.
18

10
0.
00

34
.
00

M1
06
-2
-2

1.
2
7

6
.0
16

1.
0
1

106

-2

M10
6-2

-1

組立１号マンホール
h=2

.44
5m

1.
3
0

5
.9
14

1.
0
4

7.
11

6
6.
00

66
.
00

M1
06
-2
-1

2.
5
5

4
.6
65

2.
2
9

既設M10
4-1

-1
組立１号マンホール

h=2
.64

5m

1.
9
0

5
.2
73

1.
6
4

7.
07

0.
00

0.
00

M1
04
-1
-1

1.
6
6

5
.5
28

1.
4
0

7.
08

8
5.
00

85
.
00

M1
04

-2
-1

M10
4-2

-1

塩ビ製小口径マンホール
h=1

.55
2m

PRPφ150
3.0

85.00

104
-2

104

-2

106
-1 3.0

4.225

VUφ150
(SPφ250) 104

-1 3.0
4.425

VUφ150
(SPφ250)

V=1:100
H=1:500

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

縦 断 面 図 （ ２ ）

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 3 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

縦断面図（２）
V=1/100
H=1/500

3.0‰ 3.0‰

T-2
5T-2

5
T-2

5

26 27 28 29 30
31

32
33

34
35

36

37

39
40

38 41 42 43

転落防止梯子

転落防止梯子
内副管(飛

散防止板) H
=1.

249
m

塩ビ製小口径マンホール

内副管(飛
散防止板) H

=0.
848

m

既
設

既
設

(ケ
ーシングφ150

0)

(ケ
ーシングφ150

0)

44
45

市単独工事 市単独工事



管 番 号 表

DL=0.00

DL=0.00

CO
CO AS

G SEφ50 d=1.10
W VPφ50 d=0.60

M78-2+38.00
76

COCO

CO

AS

G SEφ50 d=1.20

私W VPφ50 d=0.60

M78-2+24.00
77

106

-2

PRPφ150

PRPφ150

雨水φ300 d=1.35

雨水 HPφ350 d=1.17

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

横 断 面 図

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 4 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

1 / 1 0 0

DL=0.00

ASCO

CO

CO

私W CIφ75 d=1.20
G SEφ50 d=1.10

M78-1+11.00
78

PRPφ150

78

76

76

DL=0.00

外 中 外

CO

CO
CO

ASAS

私W DCφ100 d=不明

G MPAφ400 d=1.20

M106-1-1+33.00106

-2

AS
CO CO

G PEφ75 d=0.90W PPφ50 d=0.80

M104-1-1+42.00104

-2

PRPφ150

PRPφ150

雨水φ300 d=0.90

雨水□600×600 d=1.16

DL=0.00

横 断 面 図 S=1/100

104

-2

CO

G SEφ50 d=1.10

M76-2+4.00
76

PRPφ150

雨水 HPφ400 d=1.53

DL=0.00

77

900

1
.
29

800

1
.
16

900

1.
7
1

900

900

1
.5
0

5260

5250

800

0
.
8
1

5230

2750

5010
1990

2
.
3
0



本 管 布 設 詳 細 図 Ｓ＝１／２０

路 線 延 長

管 体 延 長

調整管（PRP）

リブ用ゴム可とうマンホール継手

片受リブ直管（PRP） 有効長（４Ｍ）

リブ用ゴム可とうマンホール継手
リブ用ゴム可とうマンホール継手

調整管（PRP）

片受リブ直管（PRP） 有効長（４Ｍ）

ゴム輪

注）調整管が1.0ｍ未満の場合は、1.0ｍで切断をし片受直管で長さを調整する。

リブ用ゴム可とうマンホール継手

片受リブ直管（PRP） 有効長（４Ｍ）

工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

本 管 布 設 詳 細 図

津市上下水道事業局下水道工務課

1 / 2 0 図 面 番 号 5 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

参　考　



工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 6 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

参　考　

掘 削 埋 戻

Ｓ＝１／２０ Ｓ＝１／２０土　工　定　規　図 取 付 管 土 工 定 規 図

舗装取壊し

舗装復旧

掘　削 埋戻し

埋　戻

舗装取壊し

舗装復旧

掘　削 埋戻し

Ｓ＝１／２０舗 装 復 旧 工

埋
 
戻
 
工
　

ｈ

既
設
舗
装
厚

舗
装
復
旧
工

1
00

掘
 
削
 
深
 
Ｈ

掘
 
削
 
深
 
Ｈ

埋
戻
工

ｈ
舗

装
復
旧
工

既
設
舗
装
厚

掘　削

ｈ
2

1
0
0

土留工有　ｗ1

(VUφ100)

31
4

700

砂基礎

1
0
0

11
4

土留工無　ｗ2

PRP φ150

ｈ
3

ｈ
1

（リブ本管）

埋設表示シート

埋設表示シート

W=150　２倍

参　考 参　考
市道部

砕石基礎

路盤復旧

路盤復旧

W=150　２倍

土留工無　ｗ2

土留工有　ｗ1+100ｍｍ

舗装復旧幅

掘削幅

図　示

土 工 定 規 図 （ リ ブ 本 管 ）
取 付 管 土 工 定 規 図 ， 舗 装 復 旧 工

本復旧仮復旧

表層工(再生密粒度As TOP13 2.20ｔ/m3)

3
0

路盤工(再生砕石 RC-40)

プライムコート(PK-3)

表層工(再生密粒度As TOP13 2.20ｔ/m3)

プライムコート(PK-3)

不陸整正工(補足材平均1cm)(RC-40)

3
0

歩道

埋戻工(再生砕石 RC-40)

本復旧仮復旧

表層工(再生密粒度As TOP13 2.35ｔ/m3)

30

路盤工(再生砕石 RC-40)

プライムコート(PK-3)

表層工(再生密粒度As TOP13 2.35ｔ/m3)

プライムコート(PK-3)

不陸整正工(補足材平均1cm)(RC-40)

5
0

埋戻工(再生砕石 RC-40)

車道

1
00

寸  法 表

管　径
寸　法

φ１５０

φ２００

Ｗ１ Ｗ２ ｈ１ ｈ２ ｈ３

φ２５０

φ３００

φ３５０

土留工有り 土留工無し 普通地盤

900

900

1000

1000

1100

800

800

900

900

1000

356

406

506

557

607

100

100

150

150

150

156

206

256

307

357

〇

3
0
0

30
0

22
0



工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 7 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

参　考　

断　面　図

アルミ腹起し材

切梁用サポート

軽量鋼矢板

アルミ腹起し材

4000 4000

平　面　図

2500

軽量鋼矢板

2500

切梁用サポート

軽量鋼矢板 標準図

土 留 工 標 準 図

（軽量金属支保材使用の場合）

掘
 
 
削
 
 
深

2
00

1
00
0

5
0
0

切梁長さ Ｌ

有効幅 333

製品幅 355

4000

750 750 750 750

25001500 1500

4

掘削幅

掘
削

幅

掘削深
（ｍ） （ｍ）

矢板長
（段）

2.0 1

12.5

2.5

3.0

3.5

4.0

4.0

2

2

2

2

3

※　マンホール部掘削時においては、掘削深に応じた軽量鋼矢板を使用すること。

支保工段数

1.5＜Ｈ≦1.8

1.8＜Ｈ≦2.0

2.0＜Ｈ≦2.3

2.3＜Ｈ≦2.8

2.8＜Ｈ≦3.3

3.3＜Ｈ≦3.5

3.5＜Ｈ≦3.8

支保工段数表

（参考）

S=1/20

S=1/20

S=1/5

図　示

土留工標準図
（軽量金属支保材使用の場合）



工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 8 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

参　考　

蓋及び受枠
種　　類

調整リング

斜　　壁

直　　壁

管取付壁

Ｈ（mm）

300

600

600

900

900

1200

1200

1500

1500

1800

1800

Ｂ

Ｂ

ＡＡ

寸 法 表

モルタル

調整リング

斜　　壁

直　　壁

蓋ボルト

インバート

組 立 １ 号 マ ン ホ ー ル 構 造 図

調整リング

斜　　壁

直　　壁

平　面　図

ＡＡ 断面 ＢＢ 断面

躯体ブロック

基 礎 材

100 15050

300 450 600

モルタル上塗工（20mm）

110 600 110

820

Ｈ

820

110 600 110

820

110600110

Ｈ

1
5
0

6
0

75 900 75

1050

1
5
0

3
0
0

90075 75

1
0
0

1
0
0

Ｈ

1050

φ
90

0

75

75

3
0
0

3
0
0

3
0
0

100

900 7575

2
0
0
1
3
0
1
7
0

3
0
0

820

110 600 110

300

900 7575

1
1
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

90075 75

1
0
0

Ｈ

1050

受枠（フレーム）

ナット

ナット緩み止め

調整駒（上部）

調整駒（下部）

ボルト保護材

無収縮モルタル

調整駒保護材

緊結部詳細図

1050

基 礎 材

1050

管取付壁(底版付)

(底版付)1
1
0

※鉄蓋の仕様については、津市認定マンホール蓋（市章入り）とする。

S=1/20
S=1/2

S=1/20 S=1/20

S=1/20 S=1/20

S=1/20

S=1/20

※　マンホール深2m以上の場合に、転落防止梯子を設置すること。

転落防止梯子

18-8-40(BB)

調
整

高
2
0
以

上

組立１号マンホール構造図

図　示



工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 9 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

参　考　

組立A１号マンホール構造図

図　示

種　　類

調整リング

斜　　壁

直　　壁

管取付壁

Ｈ（mm）

450

300

600

600

900

900

600

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

斜　　壁

直　　壁

インバート

寸 法 表

ＡＡ 断面 ＢＢ 断面

平　面　図
調整リング

斜　　壁

直　　壁

管取付壁

基 礎 材 基 礎 材

100 15050

蓋及び受枠

モルタル

調整リング

モルタル上塗工（20mm）

600 7575

13
0

17
0

30
0

20
0

100

30
0

3
00

3
00

900 7575

37
5R

φ
600

110

820

110 600 110

820

110 600 110

300

110 600 110

820

Ｈ

820

110600110

Ｈ

60

75 900 75

1050

1
50

30
0

90075 75

10
0

10
0

Ｈ

1050

60075 75

Ｈ

750

15
0

1
00

10
0

110

1
10

マ
ン
ホ
ー
ル
深

1050 750

躯体ブロック(底版付)

(底版付)

75

緊結部詳細図

※鉄蓋の仕様については、津市認定マンホール蓋（市章入り）とする。

S=1/20
S=1/20 S=1/20

S=1/20

S=1/20

S=1/20S=1/20

受枠（フレーム）

ナット

ナット緩み止め

調整駒（上部）

調整駒（下部）

ボルト保護材

調整駒保護材

1
1
0

S=1/2

組 立 Ａ １ 号 マ ン ホ ー ル 構 造 図

※　マンホール深2m以上の場合に、転落防止梯子を設置すること。

転落防止梯子

18-8-40(BB)

無収縮モルタル

調
整
高

2
0
以
上



工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 1 0 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

L
=
(
H
－

(
h
1
＋

1
5
0
)
)

h
1

1
5
0

土
被

り

深
さ

：
Ｈ

密閉式内蓋φ300

沈下防止板を含む

保護鉄蓋φ300

立管φ300

ゴム輪受口

Ｃ　　型

Ｌ右（左）-PRPφ300

SRA-PRP 150
ゴム輪差し口片受けリブ直管

SRA-PRP 150

ゴム輪差し口片受けリブ直管

リブ本管自在継手（１５゜）

PMF-PRP 150

リブ管用塩ビ製小口径マンホール構造図
S=1/10

リブ管用塩ビ製小口径マンホール

参　考　

2
9
5

Ｅ　型

L
=
H
-
1
5
0

深
さ

：
Ｈ

1
5
0

保護鉄蓋φ300密閉式内蓋φ300

沈下防止板を含む

ゴム輪

φ420

φ436

3
9
.
5

1
1
0

1
0
0

沈下防止板

φ296

8
0

φ320

116

保護鉄蓋　φ３００ 沈下防止板

密閉式内蓋

津市認定マンホール蓋（市章入り）

φ３００用

2
1
0

580

φ420

630

1
0
0

6
3
0

津
市 水

汚

リブ管用塩ビ製小口径マンホール

KDR-PRPφ300

ゴム輪差し口片受けリブ直管

SRA-PRP 150

SRA-PRP 150

ゴム輪差し口片受けリブ直管

リブ管用落差インバート支管

落
差

：
ｈ

※塩ビマンホールは必要に応じた角度のインバートを使用すること。

Ｔ－２５(Ｔ－１４)

リブ管用塩ビ製小口径マンホール構造図

1 / 1 0



工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 1 1 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

参　考　

副　管　工　詳　細　図

（内副管　飛散防止板）

品　番

TA/B-100

TA/B-150/200

A B C D E

単位mm

150

265

210

375

43

77

550

550

200

200

据付例

１

2

オールアンカーM8x50

SUS304

2

2

D

5
0
（
重
ﾈ
代
）

B

A

飛散防止板 TB

4-φ10穴

C

φ

マンホール内壁

飛散防止板 TA

（点検孔付）

D

E
C

B

A

6-φ10穴

φ

マンホール内壁

スライド式点検孔

H-PVC

副管工詳細図（内副管 飛散防止板）

－



工　事　名

施工箇所名

図　面　名

縮　　　尺

事 業 所 名

令和6年度　下工公補第1号
津北部第17-2処理分区公共下水道工事

津市　渋見町及び長岡町　地内

津市上下水道事業局下水道工務課

図 面 番 号 1 2 / 1 2

※この図面はA 1サイズを原寸とする。

参　考　

S=1/20

取　付　管　布　設　標　準　図

S=1/5汚水桝　構造図

官民境界

Ａタイプ

ゴム輪受口片受短管（L=800)

片受自在短管（L=800)

機械掘削延長（Ｌ１）

官民境界

Ｂタイプ

ゴム輪受口片受短管（L=800)

ゴム輪受口片受短管（L=800)

片受自在短管（L=800)

機械掘削延長（Ｌ１）

平
均
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